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１．事業目的 

  近年関心が高まっている漂着ゴミの現状や海底・海岸清掃を通して藻場・魚・人間を守る。 

  少子化により過疎化して行く日御碕地区の海の素晴らしさを若者に伝えたい。 

２．事業内容 

  1）地域住民・協力団体の方々と海底・海岸清掃を行い、その成果をもとに、現在の日御碕の海 

 を画像及び映像で紹介して、今後の環境美化、水産資源保護及び海岸環境の保全整備に関す 

 る活動を行い「海は自分達で守る」ための啓蒙活動を行う。  

               「海底清掃の様子」 

     

  
 2）大社町日御碕神社沖には、約２０年前地元ダイバーにより発見され「海底遺跡」と呼ばれる 

  スポットがあり歴史ある日御碕神社と共に幅広く紹介していく。これにより少子化や高齢化に 

  より過疎化して行く日御碕地区の魅力を多くの人々に再発見してもらうきっかけを提供し、海 

  を通して若者たちに夢ある海づくり「海は自分達で守る」を啓発していく。 

  

         日御碕神社               現在でも聖域になっている「経島」 
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    「タイワ」水深 20m にある「参道」            水深 25m にある「階段」 

       ※「タイワ」P５参照  

  

   水深 25m にある「亀石と滝の跡」          水深 12m にある神殿の様な「洞窟」 

 

 

3）地元との交流会の開催判断が新型コロナの国内感染者が増える中、緊急事態宣言が発令され開催を 

  自粛すべきか悩みましたが、人数制限を行い出来る限りのコロナウィルス対策、マスク着用・アル 

   コール消毒・検温・ソーシャルディスタンスを行い開催する事にいたしました。 
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日御碕地区住民の皆様へ の「案内文」を２１５軒に配布した。 
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4）交流会前半は海・川・山 環境保全研究会会長岡本哲夫氏から、海を守っていくには川も山も守らな

ければならないことや「森が豊かになればその栄養が川を伝って海が豊かになる、海を守るためには

小さくても何か出来ることがある」と話され、後半には海洋考 古学会代表内田律雄先生(元島根県埋

蔵文化センター学術博士)が、2018 年 10 月 13 日古代出雲歴史博物館で行われた「神々の国と神事と

祭礼」の講演の中で、経島沖に沈んでいる「タイワ」の地形を正式に海底遺跡と発表され、昨年暮れ

に書籍も発刊された事もあり日御碕の「地域の新たな財産」と「歴史ある日御碕神社に由来する海は

自分達で守る」と言う事を認識して頂きました。 

  
     ※「タイワ」とは 

日御碕神社は「日沈宮」夕日を拝んでる神社、伊勢神宮は「日昇宮」朝日を拝んでる神社で、2社は 
対の神社になります。現在も日御碕神社の真西にある、神主しか入れない聖域の島「経島」で夕日の 
神事が行われています。神社のよると古代は「経島」の沖にある「タイワ」と言う島(今は水深 4mに 
沈んでいる瀬)で行われていたと言う言い伝えがある、海の中の「瀬」になります。 

 

「交流会の様子」 
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「内田先生の講演」の様子 

  

  

    

5）「歴史ある日御碕神社に由来する海は自分達で守る」と「日御碕海底遺跡」の交流会が無事開催 

  でき、参加者の方々が改めて日御碕の歴史を出雲風土記の中から新しい真実を学べた事を大変 

  喜んでおられました。日御碕神社に由来する海を自分達で守りながら、いままで口伝えなどの 

  事柄を古代の書物、海中の地形と合わせて「海は自分達で守る」と言う実感が持てた交流会に 

  なりました。 

                      • 海底清掃人員 15 名  • 交流会参加者 28 名 


